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12）玉城清子：海外文献紹介：Enduring Effects of Nurs-
ing Home Visitation on Maternal Life Course A 3-Year
Follow-up of a Randomized Trial (“JAMA”，283(15)，
2000，４．掲載)，助産師，56（４），32-33，2002，
11．

13）渡久山朝裕：やりがいのあるボランティア電話相談
員，沖縄タイムス，5，2002，４，12.

14）渡久山朝裕：心理学領域，教育・研究分野の紹介,
沖縄県立看護大学広報誌 かせかけ，3，2002，12.

15）西平朋子：学会参加報告：第21回日本思春期学会総
会学術集会―「IT社会と思春期」，助産師，56（4），
34-35，2002，11.

16）Hannah K.J.，Ball M.J.，Edwards M.J.A. : Introduc-
tion to nursing informatics，法橋尚宏，柳田洋一郎，
伊藤幸子，他訳：看護情報学への招待，中山書店，
2002．

17）平澤美恵子，江角二三子，園生陽子，堀内成子，松
岡恵，村上睦子，谷津祐子：日本助産学会　業務・教
育委員会報告「施設が妊産婦に示すケア（サービス)
内容」no.1妊娠期（その1)，ペリネイタルケア，21

（9），2002，9．
18）平澤美恵子，江角二三子，園生陽子，堀内成子，松

岡恵，村上睦子，谷津祐子：日本助産学会　業務・教
育委員会報告「施設が妊産婦に示すケア（サービス)
内容」no.2 妊娠期（その2)，ペリネイタルケア，
21(10)，2002，10．

19）平澤美恵子，江角二三子，園生陽子，堀内成子，松
岡恵，村上睦子，谷津祐子：日本助産学会　業務・教
育委員会報告「施設が妊産婦に示すケア（サービス)
内容」no.3 分娩期，ペリネイタルケア，21(11)，2002，
11．

20）平澤美恵子，江角二三子，園生陽子，堀内成子，松
岡恵，村上睦子，谷津祐子：日本助産学会　業務・教
育委員会報告「施設が妊産婦に示すケア（サービス)
内容」no.４産褥期，ペリネイタルケア，21(12)，
2002，12．

21）Henry, B.，與那嶺敦翻訳：国際健康開発のための高
等看護教育および看護研究，沖縄県立看護大学広報誌
かせかけ，3，2002，12．

22）Henry, B.（編集者）：看護教育における英文ジャー
ナルからの論文の活用，沖縄県立看護大学シンセサイ
ザー，1（1），2002．

23）Henry, B.（編集者）：学士・修士課程の看護学生の
コンピテンシー，沖縄県立看護大学シンセサイザー，
1（2），2002．

24）宮城政也：｢メンタルトレーニングにおける現在の

問題点とわが国の資格制度について｣平成13年度スポ
ーツ医・科学委員会会報，スポーツ科学部会活動報
告，19-20，2002.

25）宮城雅也，小渡有明，玉那覇栄一，仲里幸子他（乳
幼児健康診査作成委員会)：平成13年度乳幼児健康診
査報告書，（社)沖縄県小児保健協会，2002，8．

26）山口栄鉄：生きた英語教育で成果あげる英語センタ
ー～ABCから言語理論まで～，今日の琉球，1967，
４．再録，那覇市史～戦後の社会・文化１，資料編，
3（2），486―490，2002，3.
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１. Research training at OPCN to assess, improve, and
evaluate the quality of care : An action project for
course content and faculty development ケアの質を
査定、改善、評価するための沖縄県立看護大学にお
ける研究教育：講義内容・教員能力の開発のための
アクション・プロジェクト

研究代表者：Beverly  M  Henry
共同研究者：大嶺千枝子、玉城清子、大川嶺子、

河田聡子
２. 入学試験別および入学試験成績と入学後の学内成

績との関連に関する研究
研究代表者：渡久山朝裕
共同研究者：加藤尚美

３. 沖縄県の離島におけるテレナーシング技術開発に
関する研究～久米島をモデルとして～

研究代表者：吉川千恵子
共同研究者：Beverly  M  Henry、金城芳秀、

比嘉かおり、伊藤幸子
４. 低出生体重児の出生要因とその後の成長発達に関

する研究
研究代表者：賀数いづみ
共同研究者：安里葉子

５. 渡嘉敷村における「健やか親子支援地域ネットワ
ークづくり」の基盤整備に関する研究

研究代表者：川崎道子
共同研究者：仲里幸子、大嶺千枝子、牧内忍、

与那嶺尚子、金城芳秀、岡村純

学内共同研究（平成14年度）

１.公開講演会
第７回公開講演会　児童虐待ワークショップ2002
2002年2月2日（土）
Part１　講演会
安次嶺　馨（県立中部病院副院長）

沖縄における児童虐待
宮里　明美（県立コザ保健所保健婦）

看護からみた児童虐待
比嘉　佑一郎（県立中央児童相談所長）

児童虐待と児童相談
金城　成子（那覇市立大名保育所長）

保育所と児童虐待
Part２　児童虐待と看護教育：アクションプラン
藤村真弓、伊藤幸子、仲里幸子、加藤尚美、大川嶺子

（沖縄県立看護大学）

第８回OPCN開学記念３周年記念会
2002年5月11日（土）
パネルディスカッション形式による発表
Beverly M Henry（沖縄県立看護大学）「Research
Training for Quality Improvement」
（質向上のための研究教育）

２.連続公開講座（6回連続）
2002.9.18～2003.2.5
テーマ「沖縄諸島における生活と健康」
第１回「沖縄における妊娠・出産・子育て」
講師：玉城清子（本学母性保健看護講師）
第２回「沖縄A島における精神保健相談」
講師：當山冨士子（本学精神保健看護教授）
第３回「沖縄における生活習慣病の予防」
講師：吉川千恵子（本学成人保健看護助教授）
第４回「粟国・古宇利島における高齢者の暮らし」
講師：金城芳秀（本学　情報科学系　助教授）、
岡村純（本学　保健社会学系　講師）
第５回「アジアの中の沖縄～そのメンタリティー」
講師：山口栄鉄（本学外国語教授）
第６回　パネルディスカッション
「沖縄における健康づくりの課題」
パネリスト：平良健康（公立久米島病院院長）
譜久山民子（中央保健所次長）

公開講演会および公開講座
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１. 投稿者の資格

紀要投稿者は、原則として本学の教職員（旧教職員を
含む）、非常勤講師及び紀要編集委員会（以下、委員会）
が執筆を依頼した者とする。筆頭著者は原則として投稿
資格を有する者とする。投稿資格を有する者は学外の研
究者を連名投稿者にすることができる。

２. 投稿の種類

原稿の種類は論壇、総説、原著、報告、研究ノート、
資料、その他であり、未公刊のものに限る。また著書は
原稿にその何れかを明記しなければならない。なお、投
稿原稿は返却しない。

３. 原稿の採否

原稿の採否は委員会により決定する。原稿は委員会委
員ならびに委員会より委任された者によって査読され、
内容の加除、訂正を求められることがある。また倫理上
問題があると委員会が判断した原稿は受理されない。

４. 校正

投稿者による校正は再校までとし、校正に際して原文
の変更あるいは追加は原則として認めない。

５. 原稿作成上の留意点

１）原稿は和文または英文とする。原稿（本文、図、
表、写真などすべて）は正１部、副（コピー）１部
と、原稿を保存した3.5インチフロッピーディスク

（保存形式を明記）を添付して提出する。

２）原稿はA４版にて和文40字（全角）×30行、英文
80字（半角）×30行を１枚とする。和文の場合であ
っても、英数字、度量衡の単位、外国人名はすべて
半角文字（１バイト、ASC2コード）に統一する。
例えば、℃、ｍ2、㎏など機種に依存する特殊記号
は使用しない。また、カタカナは必ず全角文字（２
バイト）とし、半角文字（１バイト）では表記しな
い。すなわち、「ﾅｰｽ」ではなく「ナース」である。
イタリック体、ギリシャ文字など特別な字体、記号
はそのつど明瞭に指定する。

３）投稿論文の種類（制限枚数：図表は１点、0.5枚
として数える）

論壇 Sounding Board（２枚）：本学の教育、保
健看護領域に関わる話題のうち、議論が交わされつ
つあるものについて今後の方向性を指し示すような
著述や提言。

総説 Review Article（20枚）：とりあげた主題に

ついて、内外の諸研究を幅広く概観し、その主題に
ついてのこれまでの動向、進歩を示し、今後の方向
を展望したもの。

原著Original Article（20枚）：テーマが明確で独
創性に冨み、新しい知見や理解が論理的に示されて
いるもの。研究論文として形式が整い、研究として
の意義が認められるもの。

報告 Report（10枚）には次にものが含まれる。
（１）調査報告：調査・実験などで得られたデータ

をまとめ、本学の教育、保健看護領域の発展
に寄与するもの。

（２）事例報告：事例を用いた分析が保健看護領域
の展開に寄与するもの。

（３）実践報告：保健看護領域の臨床、ないし教育
に関する手技・技術や実践の方法に関するも
の。

研究ノート Research Note（10枚）：萌芽的研究、
追試的研究、研究情報（文献レビューもこれに含め
る）など。

資料 Sourses/Information：調査・実践などで得
られたデータや資料そのものに利用価値をもち、と
くに仮説検定の意図をもたずに示したもの。

その他 Other：上記のカテゴリーに分類すること
が難しいが、委員会により掲載が妥当と認めたも
の。

４）図、表および写真は、図１、表１、写真１などの
番号で区別し、本文とは別に一括する。

５）文献の記載
本文中に引用した順に番号を付し、本文の引用個

所の肩に１）、１～４）など番号で示し、本文原稿
の最後に一括して引用番号順に列記する。

６）文献書誌事項の順序
①雑誌… 著者名：表題名,雑誌名,卷（号）,頁,西暦年次．

例）天野洋子・上田礼子・桜井あや子・安里洋子：
中学生の対処行動に関する研究－悩みや困ったこと
のある場合－,沖縄県立看護大学紀要,1(1),1-8,2000．
例）Imai S,Nakazawa M and Toyosato A:Effects of
Rp-8-Br-cGMPS,a selective inhibitor of activation of
cyclic GMP-dependent protein kinase by cyclic
GMP,on relation of the rat aortic smooth muscle
induced by nitroglycerin and nitroprusside. Journal
of Okinawa Prefectural College of Nursing,1(1),23-
27,2000.

②単行本… 編集者名：書名（版）,頁,発行所,西暦年次．

沖縄県立看護大学紀要投稿規程（2003.１改訂）



例）上田礼子編：ライフサイクルと保健活動の実
践－周産期・乳児期・小児期－,184-186,出版科学研
究所,1985．
例）Pope C and Mays N eds.:Qualitative research in
health care(2nd),59-74,BMJbooks,  2000.

③訳本… 原著者名：書名（版）,発行年次,訳者名,書名,
頁,発行所,西暦年次．
例）Bailar JCⅢ,Mosteller F eds.:Medical uses of
statistics,1986,津谷喜一郎・折笠秀樹監訳,医学統計
学の活用,125-141,サイエンティスト社,1995．

７）原著論文の本文構成は、1緒言(Introduction)、2

研究方法(Materials and Methods)、3結果(Results)、
4考察(Discussion)、5結論(Conclusion)、謝辞
(Acknowledgmens)、文献(References)とする。また
2あるいは3で階層的に段落を記述する場合、段落
番号は、１.２.３.……とし、１.をさらに細分する場
合は１）２）３）……とする。

８）投稿原稿には英文（300語程度）および和文（600
字程度）抄録が必要である。ただし、論壇は除く。
抄録は表題、著者名、所属、キーワード（５個以
内）、抄録本文とする。抄録本文(Abstract)は背景
(Background)、目的(Objective)、研究デザイン
(Design)、対象(Subjects)、結果(Results)、結論
(Conclusion)などが分かるように簡潔にまとめる。

９）掲載論文の条件
人および動物を研究対象とする場合は、研究対象

に対する倫理的配慮がなされ、そのことを論文中に
明記すること。

10）なお投稿論文は電子情報開示されることを了解の
上寄稿することを条件とする。

６. 諸経費について

別途定める。
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編　集　後　記

本学も完成年度を迎え、初めての卒業生を送り出すこの時期に紀要第４号を発行することができました。今回の号に
も教員の皆様から多くの分野の論文が寄せられ、皆様の熱意に感謝しております。紀要の号を重ねるにつれ、投稿論文
の種類等について学内での統一した見解を求められるようになってきました。そのため、今回の号から投稿論文の種類
について、より詳細な定義づけをと投稿規定の改訂を試みました。それと共に投稿規定を紀要上に掲載することとしま
した。

今年度、教員は４年次学生の卒業論文への取り組みに関わり、個々の学生が抱える多様なテーマの研究を指導してま
いりました。そうした教員の論文や研究への姿勢は、身近にいる学生達にとって良きモデルともなります。また、本学
でも大学院の設置に向けた動きが始まっています。今後とも、多様な分野から質の高い論文が寄せられることを期待し
ております。

紀要編集委員会
編集長 園生　陽子

紀 要 編 集 委 員 会

委 員 長

編 集 長

特別賛助

山　口　栄　鉄

園　生　陽　子

渡久山　朝　裕

川　崎　道　子

宮　城　航　一

Craig D. Willcox

松　島　良　子

牧　内　　　忍

井　上　松　代
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